
実際に山に入り、道なき道を行く調査は大変ですが、
仲間とともに楽しみながら研究を進めています。

顧問を務める淺野玄准教授
は、「物静かな印象ですが、責
任感が強く、みんなをまとめ
ている。山での調査もみんな
を気遣いながら進めるので、
信頼も厚い」と原田さんを高
く評価する。「岐阜県はクマ
が多い自然豊かな場所。メン
バーにはクマの生態調査を通
して、自然の厳しさや素晴ら
しさを知ってほしいですね」。

毎年4月末頃には、大野郡白川村で調査を行
う。双眼鏡を使い、反対側の山にいるクマを探
し、その様子を観察する。また、下呂市の岐阜
大学位山（くらいやま）演習林で自動カメラに
よる定点観測も実施。「実際にクマが映ると感
動する」と原田さん。

主な活動内容
1 生息環境調査

調査地へ定期的に出向いて、山の中を散策しな
がらどんな植物が生えているかを調べたり、クマ
の痕跡（糞・食痕・足跡など）を探したりします。

2 食性調査

調査地で採集した糞の内容物を調べて、クマが
その時季に何を食べているかを分析します。

3 クマ剥ぎ調査

クマが樹木の皮を剥ぐ「クマ剥ぎ」という林業被
害の痕跡を探索し、被害が起こる条件やその対
策について考察します。

平成元年に前身となる「岐阜大学ツキノワグマ研究グループ」
が結成され、大野郡白川村を拠点に平成7年まで活動を行う。
その後一旦は活動休止となるが、平成11年に「岐阜大学ツキ
ノワグマ研究会」と改名し、調査地を本巣市の根尾谷に移し
て活動を再開した。現在は約30名のメンバーが交代制で調査
地へと定期的に足を運び、ツキノワグマの足跡や糞などの痕
跡を探す。その調査結果を分析・記録し、過去のデータと照
らし合わせながら、ツキノワグマの生態や生息環境などを考
察。毎週火曜日の定例会で調査報告を行い、メンバー全員で
情報を共有して研究を進めている。
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実際に山や森林に分け入ってツキノワグマの生態を調査する「ツキノワグマ研究会」の代表を務める原田和輝さん。
定期的に現地調査を行ったり、他大学との調査結果報告会に参加したりと、
仲間との連携を図りながら本格的な活動を展開する。

「人と野生動物との共存」という大きな目標を掲げ、ツキノワグマに対する正しい知識を広めたいと
日々、調査や研究に励んでいる。
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いまを駆ける！岐大生face

「ツキノワグマの生態調査を通して、
野生動物と人との共存を目指したい。」

岐阜大学ツキノワグマ研究会 代表

原田 和輝 さん
岐阜大学応用生物科学部生産環境科学課程３年

調査隊長として原田さんを支え
る砥綿さん。「実際にフィールド
に出て調査することが楽しいで
す。他大学の調査に参加させて
いただいた経験を生かして、もっ
と本格的な調査ができる体制づ
くりを頑張りたいです」。
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